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　はじめに 

　2016年熊本地震により，熊本市南区の近見町から元三町にかけて微高地を形成する自然堤防上におい

て，液状化被害が集中的に発生した．この液状化被害域は，南北にのびる自然堤防上の幅100m以内の細長い

（帯状の）領域に限定して出現したことから，「液状化の帯」などとして報道がなされた．本発表では，この

「液状化の帯」におけるかつての河道や水路の存在を示唆する文書の記述内容，この地域の過去の景観を描い

た絵図や地形図などについて紹介し，この地域の土地条件の変遷を示す． 

　調査方法 

　熊本県立図書館や熊本市歴史文書資料室などが所蔵・公開している中世から近世にかけての文書や江戸期

（近世）の絵図，伊能図，明治20年代に当時の第六師団により測量・作成された迅速測図，明治後期に陸地測

量部により測量・作成された地形図などにおける記載内容を吟味し，「液状化の帯」における土地の履歴を検

討した．とくに，「液状化の帯」における河道（白川旧河道）や水路の存在，河川改修工事（水路開削工

事）の経緯などについて，それらの資料から検討した． 

　結果 

　白川左岸の近見から元三町にかけて，表層地盤が砂質堆積物からなる明瞭な微高地が存在しており，この領

域内をかつての白川が南流していたことが指摘されてきた．しかし，江戸期の絵図，伊能図や，明治期以降の

迅速測図，地形図には，「液状化の帯」に該当する位置における河川の存在は認められず，白川河道は現在と

ほぼ同位置にあり，白川は蓮台寺や近見付近から西に流下していたことが読み取れる．その一方，「液状化の

帯」に該当する領域付近には，かつての飽田郡と託麻郡の郡界が記されており，かつての河道の存在を示唆す

る． 

　この「液状化の帯」の南端付近に位置する寺院である大慈寺に残された文書（大慈寺文書）には，川尻付近

において白川と緑川が合流していたとする1276（建治2）年の記述や，大慈寺の東側は白川に，南側は緑川に

隣接していたとする1282（弘安5）年の記述がある．これらの記述から，13世紀後半には白川が「液状化の

帯」に該当する領域を流下していたことが示唆される． 

　江戸前期の文書には，かつての白川河道における水路整備工事や当時の土地条件を示す記述がみられ

る．1632～1641年における熊本藩主の細川忠利は，白川筋の浅い所を掘り，熊本から川尻までの水路整備を

計画したが，取り止めになったとの旨を記述する文書（旦夕覺書）がある．その一方，熊本城から川尻までの

小川を拡幅する工事を願い出て，1640（寛永17）年6月14日に認可を受けたことを記した文書（神雑）が存

在する．また，白川から川尻にかけて，船通りの川筋を整備する工事があることを1640年7月19日に記した文

書（御奉行奉書抄出）も存在する． 

　これらのことから，中世には「液状化の帯」を南下していた白川は江戸時代前期までには現河道へと流路が

変化しており，江戸時代前期には「液状化の帯」に該当する白川旧河道には小規模な河川が存在したことが示

唆される．明治期の迅速測図や地形図にはそのような小規模河川の存在は認められないことから，その河川

（または水路）はそれまでに消失（陸化）していたことが考えられる．
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